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Ⅰ．最近の教育改革への疑問  




型マークシp ト方式の問題ではない。この方式は，アメリカのテスト会社ETS（Educational  



















たい，本当の学力がわかるのかね。」（小田，1966／1984；19～20ページ）。   
このようなことが，共通一次試験導入前に問題とされた状況であった。また，その受験戦争や  
受験地獄が低年齢化していることへの批判を示した城山三郎の小説『素直な戦士たち』が発表さ  
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1970年代後半はそのような時代への反省として，大学の入口の部分である大学入試改革が盛んに  
論議された。そして，大学入試改革の方向性として，中等教育修了レヴュルの基礎的な知識を問  







に，この区分を廃止することによって，すべての国立大学が同じスタ ートラインに立っと信じら  
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ている。」（藤田，1997；134ページ）。   
ここで藤田が指摘しているさまざまな問題は，学校五日制そのものが産み出したものというよ  
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りも，むしろそれ以前にあった様々な教育上の問題や矛盾をさらに増幅する役割を学校五日制が  
果たしているということであろう。   










と見ることができよう。   
実は，学校五日制導入に伴う教育サービスの切下げに対して国民から文句が出ないように，学  
校五日制を擁護する巧みなイデオロギーが用意された。既に述べた「家庭や地域の教育力」や「国  

















世界の中で特別多J、とは言えなかったのである。   
このことを指摘したアルスタ一大学のリン教授は，知能研究の専門家であり，『日本の教育達  
成』の中で，日本の教育がなぜ「成功」しているかについて，JL、理学者の観点から論じている。  
そして，この本の結論として，特に重要な点を次の4つにまとめている。   
第一に，財源という点から見た場合，日本の教育が成功しているとしたら，それは国がたくさ  
ん教育費をかけているのからではない。むしろ，日本の教育費は欧米諸国に比べて低く，よく言  
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が短いということば，それなりに効果的な学習方法であると言える。   
四番目としてリンは，文部省の全国統一的なカリキュラムが非常に大きな意味を持っていると  
いう指摘をしている。周知のように，その後イギリスでは，1990年代に入ってナショナル・カリ  
キュラムと統一学力試験制度が導入されたのである。   
筆者は，リンの著書が刊行された翌年に，この本の内容の概略をある高等教育の専門誌で紹介  
したが（子安，1989a），残念ながらほとんど反響を得ることができなかった。  






の中心にあったのが「個性化」というキーワードである。   
個性化教育あるいは個性化を目指す教育ということは，非常に重要な教育改革の論点であり，  
筆者にもその趣旨は理解できる。しかし，その個性化教育をどのように行なうか，その方法論な  






性化を念頭に置いた科目ということができよう。   
生活科設置の趣旨として，次の3つぐらいが指摘されている（中野・日台・土屋，1989）。   
第一に，小学校低学年（7歳ぐらいまで）の子どもたちは，貝体的に物に触れ物を動かすこと  
によっていろいろなことを学習していくが，そういう具体的操作のレベルの活動を促進する科目  
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科として生活科の位置づけが行なわれた。   
三番目には，地域環境，社会環境，自然環境が大きく変化する中でひ弱になったと言われる現  
代の子どもたちに対して，生きるための技能を形成し生活力がつくような事柄を教えるための教  











どういう意味を持っのかといった疑問を，筆者は導入当時に感じたのである。   
この疑問は，筆者だけのものではない。日本物理学会は，1994年8月に，小学校低学年の理科  
を廃止して年活科を新設した学習指導要領を批判し，減少した理科の時間を回復する等の措置に  
関する要望書を当時の文部大臣に提出している（産経新聞社会部，1995，53－54ページ参照）。   
この項目の最後に，子安（1992a）に書いたことの繰り返しになるが，筆者自身の「個性化教育」  
に関する見解を以下に示しておきたい。   
私見では，教育にたずさわる者は，次の2つの事柄を同時に理解しておく必要がある。  
（1）「教育とは人間を型にはめるものである。」  








十分検討する必要がある。   
他方，（2）は「個性化（individuation）」の過程である。教育すれば教えた通りの人間ができ  







































図1 Young（1963）のカフェテリア実験   
図は，梅本・大山・岡本（1999）より引用。  
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集した『学校給食指導の手引き』の中には，  
「児童生徒が主体的に自分で選んで食べることを通して食事に関する自己管理能力を身に   
付けることは，将来にわたって健康な生活を送る上からも重要なことです。  
複数献立を導入したバイキング方式やカフェテリア方式等による選択給食の実践を進める  












































強離れ」ではないかと憂慮している。   
次に，もう一つの「食べにくいもの」である外国語についてはどうだろうか。外国語の勉強で  
は，こつこつと地道に学ぶ努力をしなければ，知識が定着しない。それは，いかにも面倒な作業  







習は非常に嫌われ，軽視されやすいというわけである。   
このようなカフェテリア教育の問題点を端的に指摘したのが何度も引いている『危機に立っ国  
















習教育，成人・結婚の訓練のような個人活動・発達コースなどである。」   
上の引用の中の「スモーガスボード」はスウェーデン料理の名称で， 元来はバターを塗ったパ  
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だんだんにわかってきたのである。   
認知心理学の分野で言うと，奇しくも『危機に立っ国家』が示された1983年，認知科学者の  
ジェリー・フォーダー （Fodor，J．）が『心のモジュール性一能力心理学試論』を（Fodor，  
1983），また心理学者ハワード・ガードナー （Gardner，H，）が『心のフレームー多重知能の理  
論』を書き（Gardner，1983），心のモジュール説に対する二つの重要な提言が示された。本稿で  






（4）二つのモジュール間の二重の分離（doubledissociation）。   
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（1）特定のモジュ，ルに固有の障害（specificbreakdown）。  
MI M2   M3   M4  
子どもA  0   0   0   0  




MI M2   M3   M4  
子どもA  △   △   △   △  
子どもB  △   △   ◎   △  
8  
早熟  
（3）サグァン症候群（idiotsavant）の存在。   
全体的な知的レベルは非常に低いが，ある種の能力だけが傑出。  
MI M2   M3   M4  


























































強まり，「対人的知能」ないし「社会的知能」を測ることが提案されてきた（子安，1989b）。   
図5は，社会的知能という概念が示すモジュールの領域を示すものである。最近話題になった，  
科学ライタpのダニエル・ゴー ルマン（Goleman，1995）が提唱したいわゆる「EQ」ないしは感  
情的知能（emotionalintelligence）は，基本的には個人内知能や対人的知能の問題を扱ってお  
り，これと同じ考え方に基づいている。さらに，図6に示したように，音楽，美術，体育などの  
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（3）多重知能理論と学校教育   
心のはたらきにモジュール性があるとしても，知能を7つのモジュールに限定してよいかどう  
か，図3のような区切り方で本当にうまく分類されているかどうか，あるいはモジュールを構成  
表1 多重知能の理論の了つの知能の発現例（Gardner，1983およびWalters＆Gardner，1986による。  
子安，1999より再録）。   
言語的知能：イギリスの詩人エリオット（Eliot，T．S，）は，10歳のとき一人で『炉辺』という雑誌を創  
刊し，3日間で8号まで出した。各号には，詩・冒険小説・ゴシップ・ユーモアなど，ヴァラエティ豊か  







こともなかったことに何故あれほど確信がもてたのかが不思議なくらいであったという。   
音楽的知能：アメリカのヴァイオリニストのメニューイン（Menuhin，Y．）は，3歳のときサンフラン  
シスコ交響楽団の公演でパーシンガー （Persinger，L．）のヴァイオリンを聞いて感動し，誕生祝いにヴァ  
イオリンとパーシンガーへの師事を両親にせがみ実行した。そして，メニューインは10歳にして国際的  














出ていったが，アンはドアをロックし，食事を続けた。   
少女は床にころがって泣きわめき，床をけり，アンのイスを押したり引いたりした。やがて少女は，手  
づかみで朝食を食べはじめた。アンはスプーンをさしだしたが，少女は払いのけて床におとしてしまっ  
た。アンは，少女の心を傷っけないように訓練することに意を用いた。   
次第に少女は心を開き，ことばを覚え，大きな人格的変容をとげた。少女の名は，ヘレン・ケラー  
（Keller，H．）である。   
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図4 学校知能の領域  
伝統的な知能検査が測ってきたのは，言語的知能，論理一致  
学的知能，空間的知能の3つである。  
図3 知能のヘブタ＝へクサゴン・モデル  
（子安，1997，1999）  
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そういったところを強化するための補償教育（compensatory education）ないしは治療教育  
（remedialeducation）ということが重要となる。その場合，たとえば言語障害児に対する言語治  
療訓練のように，専門家の手による，モジュールに特化した教育が重要となる。また，あるモ  





学校の多くがその学校の標語として「知育，徳育，体育」をあげているのも ，この全人教育の理  




しつけるのでなく，長い目で見て判断し，柔軟な姿勢で臨むことは大切であろう。   
他方，公共性の強い学校教育が果たす役割を考えると，子どもの個性を育てるということは，  
早期にある特定の狭い範囲のモジュールだけを教育したり，特定のモジュールの教育を排除する  
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成績の合計点で合否を決めるという方式も可能である。すなわち，すべての科目によい成績を求  
めるのではなく，できる限り多くの教科・科目を高校段階で履修することを求めること自体が大  
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